
IR情報 株主還元・配当政策

0

30,000

20,000

10,000

0

1,000

3,000

2,000

0

500

2,000

1,500

1,000

売上高 営業利益 親会社株主に帰属する当期純利益

17,957

第61期 第62期 第62期

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

第62期

17,591

第61期

1,368 1,377

第61期

884 919

第63期 第63期第63期

20,306
1,771 1,190

第64期 第64期第64期

23,575

1,965
1,414

第65期 第65期第65期

27,095 2,719 1,886

証券コード：6294
第65期  株主レポート
2023年4月1日 ～ 2024年3月31日

◆ 財務ハイライト
◆ セグメント別・品目別の概況
◆ 会社概要／株式情報
◆ 株主還元・配当政策

OKADA REPORT

株主メモ

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 郵 便 物 送 付 先 ） 〒168－0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
（ 電 話 照 会 先 ） 0120－782－031（フリーダイヤル）　受付時間 9：00～17：00（土日休日を除く）
イ ン タ ー ネ ッ ト
ホ ー ム ペ ー ジURL https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたします。なお、電子公告によることができない事故その他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載
いたします。　アドレスは、https://www.aiyon.co.jp/

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所プライム市場

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
基 準 日

定時株主総会　毎年3月31日
剰余金の配当　毎年3月31日
上記のほか必要と認めたときは、あらかじめ公告いたします。

定 時 株 主 総 会 毎年6月
単 元 株 式 数 100株

（当社は中間配当制度を設けておりますが、現在は期末配当のみを
行うこととしております。）

OKADA REPORT

● 24/3期配当金は、23年11月発表の修正予想対比5円増配の70円を予定（前期比
＋32円増）。

● 25/3期配当金は、前期比4円増配の74円を予想。引き続き配当性向30%を目標と
し、安定成長のもと累進配当方針を維持する方針。（今期で15年連続増配。）
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権利確定日 2024年3月31日
（400株以上保有する株主様対象）

詳しくは、当社ホームページをご覧ください。

株式情報  （2024年3月31日現在）

株主優待のご案内
オカダアイヨン・

プレミアム優待倶楽部

・ サステナビリティトピックス
・ 展示会出展情報（CSPI-EXPO）
・ 営業所の統廃合及び新設

NEW

FINANCIAL HIGHLIGHTS

財務ハイライト

CORPORATE PROFILE / STOCK INFORMATION

会社概要／株式情報

当社のホームページでは、株主・投資家の皆様に
企業情報、財務情報やサステナビリティ情報につい
て、積極的に情報開示を行っております。
ぜひご覧ください。

こちらの
QRコードからも
アクセス！

※ 「QRコード」は株式会社
デンソーウェーブの登録
商標です。

https://www.aiyon.co.jp/

会社概要 （2024年3月31日現在）

商 号 オカダアイヨン株式会社
OKADA AIYON CORPORATION

本 社 〒552－0022
大阪市港区海岸通四丁目1番18号
TEL. 06－6576－1281

設 立 年 月 日 1960年9月1日
資 本 金 2,221百万円
従 業 員 数 223名
［ 主要な事業内容 ］
▶ 油圧ブレーカ TOP、TOP-V、超低騒音TOP-S、TOP-J
▶ 圧 砕 機 TS-Wクラッシャー、TSRCクラッシャー

TS-Wカッター、TS-Sカッター
コワリクン、マグネットコワリクン、アイヨン与作

▶ 大型環境機械 タブグラインダー、ウッドホグ、ログバスター
ビッグバス、プラント関連機器

［ 主要な営業所 ］
東京本店・関西支店・札幌営業所・盛岡営業所・仙台営業所
湘南営業所・中部営業所・北陸営業所・広島営業所
四国営業所・九州営業所・東京オフィス・海外事業所

［ オカダアイヨングループ ］
株式会社アイヨンテック・株式会社南星機械
Okada America, Inc.・Okada Midwest, Inc.
Okada Europe B.V.・Okada Aiyon （Thailand） Co.,Ltd.

発行可能株式総数 20,000,000株
発行済株式の総数 8,378,700株（自己株式344,688株を含む。）
株主数 7,069名

大株主［上位10名］  （2024年3月31日現在）

株　　主　　名 持株数（株） 持株比率（％）

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 589,900 7.34

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 441,900 5.50

岡田眞一郎 342,150 4.25

極東開発工業株式会社 300,000 3.73

株式会社三井住友銀行 242,930 3.02

株式会社三菱UFJ銀行 220,000 2.73

岡田町子 220,000 2.73

株式会社テイサク 185,000 2.30

株式会社池﨑鉄工所 180,100 2.24

萱岡和夫 174,800 2.17
（注） 1.当社は、自己株式を344,688株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
 2.持株比率は自己株式を控除して計算しております。

ホームページのご案内

開発から製造、販売、修理まで
一気通貫で
顧客課題に向き合う。

TOP MESSAGE当社の株主優待制度は、保有株
数に応じて贈呈するポイントを
ご使用いただき、インターネッ
ト上で5,000点を超える商品の
中からお好みに合わせてお選び
いただける制度です。

東証プライム市場上場維持基準適合のお知らせ

当社はこの度株式会社東京証券取引所より「上場維持基準
への適合状況について」を受領し、2024年3月31日時点に
おいてプライム市場の上場維持基準に適合していることを確
認いたしました。
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12,754百万円
解体環境アタッチメント

625百万円
大型環境機械

3,274百万円
補材、修理 売上高

6,846百万円

海外事業

1,915百万円
林業機械

　「健康経営」とは、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に
実践することです。従業員等への健康投資を行うことは、従業員の活力向
上や生産性の向上等の組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や株価
向上につながると期待されています。
　まだまだ健康経営の取り組みはスタートして間もないですが、この取り
組みを通じて従業員の不調の早期発見や予防、健康増進に繋がれば幸いです。
　オカダアイヨングループで働く従業員が心身共に健康で、長く働ける企
業へ成長できるよう努めてまいります。

健康経営企業認定
健康経営優良法人2024の
認定をいただきました

OKADA REPORT

開発から製造、販売、修理まで
一気通貫で顧客課題に向き合う。

この１年間を振り返って
いかがでしたでしょうか
　国内外でコロナ禍明けの経済活動の正常化が
進む一方で、資源・エネルギー価格の高止まり
や予想以上の円安の進行、年度後半からはイン

フレの長期化による海外での景気減速等、不安定要因も
ありました。
　その中で当社グループは、2020年4月よりスタートした
長期ビジョン“VISON 30”の方針のもと、国内外の堅調な解
体・林業・インフラ工事需要を背景に、営業体制強化と増
産・生産性向上を軸にした生産体制強化を図ってまいりました。
　その結果、３期連続して過去最高売上・最高利益を更新
することができました。目標と課題に真摯に取り組んで頂
いたグループの役職員と、事業に協力して頂いている協力
会社の皆さまには本当に感謝しています。

成長を支える会社の強みは
どこにあるのでしょうか
　設計・開発から製造、販売、修理まで一気通関
で対応できるのが当社の強みです。国内アタッチ
メントメーカーの中でアフターメンテナンス部門

を自社で持つのは当社のみです。アフターメンテナンス部
門を持つことで、ユーザーのお客さまと直に接することが
できるのが当社の持ち味です。営業マンと技術サービスマ
ンがお客さまの生の声を聞き、次の製品開発に生かしてい

くお客さま参加型の製品開発が、当社のものづくりの軸で
あり特徴です。
　また、そのように開発した製品の中では、鋳鋼品（特殊
鋼の鋳物）を使用している大割機や鉄骨カッターなどが特
に好評です。人手不足を背景にした省人化を背景に解体ア
タッチメントが大型化していく中で、鋳鋼部材を使用する
ことで、溶接部がなく、最適な形に成型することができる
ため、丈夫で破砕力があり且つ軽量化が実現できています。

今期はどのような課題に取り組んで
いかれるでしょうか
　ここ数年間で解体アタッチメントの大型化に対
応した営業所（兼修理工場）の整備を進めてまい
りましたが、今期からは需要が旺盛で手狭になっ

てきた関東、関西の拠点整備に着手します。2024年4月か
らは子会社㈱南星機械と機械営業部門の営業統合を行いま
したので、林業機械分野においても一気通貫の当社の強み
を発揮していきたいと思います。
　また、2022年12月に米国で買収したOkada Midwest,Inc.
との統合シナジーを更に高めていくなど、成長ポテンシャル
の大きな海外で人材と戦略商材を投入してまいります。
　経営理念である“社会に存在価値ある会社”を実現するた
めに、常に新しいことに挑戦し成長し続ける会社でありた
いと思っています。
　株主の皆さまにおかれましては、引き続きご指導ご鞭撻
を宜しくお願いします。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼
申しあげます。
当社における第65期（2023年4月1日～
2024年3月31日）の業績につきまして、
ここにご報告いたします。

OPERATING RESULTS

セグメント別・品目別の概況

解体環境
アタッチメント
・主力の圧砕機は再開
発やビル・工場等の建
替等による解体需要が
引き続き堅調で売上高
8,509百万円（前年同
期比8.6％増）
・つかみ機も金属スク
ラップ処理や木造解体、
災害復興等の需要が引
き続き堅調で、売上高
1,573百万円（前年同
期比20.5％増）

林業機械・大型環境機械・ケーブルクレーン
・グループ連携による販売強化を進めている林業機械は、一昨年投入した「ハイブ
リッドバケット」の販売が好調で売上高1,915百万円（前年同期比47.5％増）。
・ケーブルクレーン事業は再生可能エネルギーとして見直されている水力発電所の
改修工事などは引き続き順調に推移しているものの、前年同期では大型案件のダム
工事売上が計上されていたことなどもあり売上高1,239百万円（前年同期比30.2％減）
・輸入商材の大型環境機械は円安による仕入価格の高騰などもあり販売に苦戦した
ものの、前年からは回復し、売上高625百万円（前年同期比35.0%増）。

アフタービジネス
アフタービジネスは営業所リニューアルにより体制整備を図ってきたことが奏功し、
原材料売上2,114百万円（前年同期比12.0％増）、修理売上高1,159百万円（前年同
期比17.4％増）。

・売上高6,846百万円（前年同期比42.6％増）。
主力地域の米国では子会社Okada America, 
Inc. で引き続き販売が堅調に推移するとともに、
昨年末に経営統合したOkada Midwest, Inc. の
売上が寄与した結果、売上高4,817百万円（前
年同期比63.0％増）と大幅増収。
・欧州は米国同様、昨年後半からの需要の減速
影響を受けつつも売上高1,156百万円（前年同
期比13.7％増）と増収。
・アジア地域は市場全体の需要減の影響もあり
売上高583百万円（前年同期比3.0％減）。
・セグメント利益に関しては、Okada Midwest, 
Inc. 取得時の「のれん」の償却費などが発生し
たものの、北米の増収影響や海上運賃の値戻し
の影響が大きく907百万円（前年同期比178.2％
増）と大幅な増益。

国内セグメント 海外セグメントPOINT POINT

・売上高20,249百万円（前年同期比7.9％増）。引き続き解体環境アタッチメントを中心に高水準の受注残
を維持しており、増産や商材の確保に注力してきた結果、増収。
・セグメント利益は鋼材価格の上昇等による利益圧迫要因などがあったものの、販売価格の値上げ効果や
増収が寄与し、1,817百万円（前年同期比9.4％増）と増益。

Sustainability Topics

　5月22日（水）～24日（金）の3日間、千葉県の幕張メッセにおいて開催
されたCSPI-EXPO2024に今年も出展いたしました。出展社数は455社と非
常に多くの企業が参加され、期間中の総来場者数は47,294名となりました。
　当社のブースでは、出展商品15機種のうち6機種が初お披露目となり、特
に注目を集めた新商品は、①コンクリートを砕く破砕歯をボルトにて簡単
に交換できる解体機械TS-WD1100V（特殊仕様）、②大型アタッチメント
をオペレータ1人で1～2分で脱着できる油圧オートカプラALSQ400、③高
性能林業機械OHB-100（フェラバンチャ）等で、環境に優しい最先端の技
術・製品をお客様へご紹介することができました。
　また、今回からはアタッチメント稼働状況管理システムO-ATTAの開発者
による技術セミナーや、当社や機械に興味がある学生に対する企業・製品説
明会も開催いたしました。その結果当社
ブースには約3,000名のお客さまにお越し
いただき、当社に注目が集まっているこ
とを実感いたしました。今後も環境に優
しく生産性向上に寄与する機械を開発し、
解体業、林業に貢献できるようにグルー
プ一丸となって努力してまいります。

　当社グループはこれまで主に林業機械や金属リサイクル機械の販売を㈱
南星機械にて行っておりましたが中長期経営計画の遂行に向けて、グルー
プの強みを生かし顧客対応力を更に強化するため、2024年4月1日以降は
㈱南星機械の商品・部品・修理に関してはオカダアイヨン㈱にて販売を行っ
ていくことといたしました。今後、㈱南星機械は林業機械や金属リサイク
ル機械等の開発・製造及びケーブルクレーン事業を行っていきます。これ
を機に林業部門においても当社の強み
であるアフターメンテナンス体制を強
化し、シェア拡大に向けて取り組んで
まいります。

4月1日の統合・新設の内容　
新設  熊本営業所　 名称変更  福岡営業所（旧 九州営業所）
統合  広島営業所、四国営業所、関西支店、中部営業所 

CSPI-EXPO2024に出展 営業所の統廃合及び新設

　当社並びに国内の関係会社である㈱アイヨンテック、㈱南星機械は、す
べて再生可能エネルギーであるバイオマス発電由来の電力を使用していま
す。今後は海外を含めグループ全体で再エネ100％化を目標に取り組んで
まいります。

　CDPは企業の気候変動リスクに関する世界的な情報開示プラットホーム
です。当社は2023年度に初めて気候変動に関する回答書を提出し、“B-「自
社の環境リスクや影響について把握し、行動しているレベル」”と評価され
ました。引き続き当社グループはランクアップを目指し今後も活動してま
いります。

CDPの“2023年質問書”に対する
回答書の評価結果が発表されました

　このたび、「再エネ100宣言 
RE Action」に参加しますので、
お知らせいたします。脱炭素
社会の実現に向けて、より一
層推進していきます。

再エネ100宣言RE Actionとは

　企業、自治体、教育機関、医療機
関等の団体が使用電力を100％再生
可能エネルギーに転換する意思と行
動を示し、再エネ100％利用を促進
する新たな枠組みです。

主な活動内容

・ 参加団体による再エネ100％宣言
・ 再エネ100％実践支援
・ 情報発信

再エネ100宣言 
RE Action


